
おやこであそぼう
～　絵本と、わらべうたの時間　～

2016年 2月17日

　　　　　　☆絵本・紙芝居
　　　　　　　ふゆのき（福音館書店）作・絵：ふりやなな　
　　　　　　　ぽっかぽかだいすきおさるさん（ポプラ社）作・写真：福田幸広
　　　　　　　おやすみのぎゅう（佼成出版社）作・絵：さいとうしのぶ
　　　　　　　おいしいとびらをとんとんとん（童心社）作・絵：土田義晴
　☆わらべた・童謡　
　　　♫かれっこやいて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　かれっこやいて　
　　　　　とっくらきゃあしてやいて
　　　　　しょうゆつけて　たべたらうまかろう

　　　♫おふろやさんに行こう　　　　　　　　　　　　　♫春よ来い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　みんなでいこう（いこう）　　　　　　　　　　　　　　　春よ来い　早く来い
　　　　　おふろやさん（おふろ）　　　　　　　　　　　　　　　　歩き始めた　みいちゃんが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　タオルにせっけん（せっけん）　　　　　　　　　　　　　赤いはなおの　じょじょはいて
　　　　　ブラシにシャンプー（シャンプー）　　　　　　　　　　　おんもへ出たいと　待っている　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　ジャブジャブジャブー　ブクブクブクー　
　　　　　ゴシゴシ　シャワシャワー　　　　　　　　　　　　　　　春よ来い　早く来い
　　　　　ジャブジャブジャブー　ブクブクブクー　　　　　　　　　 おうちの前の　桃の木の　　　　　　　　　　　
　　　　　ゴシゴシ　シャワシャワー　　　　　　　　　　　　　　　つぼみもみんな　ふくらんで
　　　　　あついかな　ぬるいかな　かきまぜて　　　　　　　　　　はよ咲きたいと　待っている　
　　　　　おふろに　はいろう　１、２の３　サブーン

☆こころとからだのおはなし（2月のお話　旧約聖書「サムエル記上　17章」）
　　イスラエルとペリシテ人の戦いがありました。
　　ペリシテ軍には、ゴリアテという背丈が３m近くあり、青銅の兜、鎧を纏った戦士がいました。
　　ゴリアテは「イスラエル軍の誰かが自分を倒したら、ペリシテはイスラエルの家来になる。もし自分が
　勝ったら、イスラエルはペリシテの家来になれ」と言います。
　　そこに名乗りを上げたのは、羊飼いのダビデでした。ダビデは「羊が獅子や熊から襲われた時に、救い
　出した。主がペリシテ人から自分を守ってくれる」と言って、ゴリアテと戦うことになりました。
　　ダビデは、兜も鎧もつけず、石投げで、一つの石をゴリアテの額めがけて放ちます。その石がゴリアテ
　の額に突き刺さり、ゴリアテはうつぶせに倒れます。
　　剣も兜も鎧も持っていなかった小さいダビデが、勇気と知恵と神を信じる心で、大きな屈強な戦士に
　打ち勝つという話ですが、私たちの身の回りでも、よく起こることですね。
　　もう少し勇気があったら、あの時・・・と思う場面、皆さんも経験ありませんか？
　　白い杖で歩いていらっしゃる方に声をかけられるでしょうか・・・断られるのがこわかったり、いや
　だったり、自分の待ち合わせの時間のことがよぎり、ついついかけそびれてしまうこと、ありませんか？
　人の目を気して、あるいは人からの評価をあてにして、行動できないことが多いものです。 だれも見てい
　なくても、かみさまは見ていてくれると思います。



　　　　　　子どもとの関わりの中でも、毎日のことですから大変ですが、怒らなくてもよかった場面で、　　　
　　　　　　　　ついつい角をだしてしまい、あとで「かわいそうなことをしたな」と反省しきりの
　　　　　　　　　　お母さん、お父さん、いらっしゃいますよね。
　　　　　　　そんな時、ちゃんと「ごめんね」と謝っているでしょうか？
　　　　　出先で、よそのお年寄りに席を譲るという小さな、でも勇気ある行動を、
　　　　　きっと子どもたちは観察しているにちがいありません。
　　子どもは成長していく中で、親の姿をいつも見て、その先に大きな社会を見ています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　みなさんは絵本の時間に参加して下さっていますが、　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　子どもは「お母さんが、お父さんが楽しんでいる」姿を見て、　　
　　　　　　　　　　　　　　　その場所が安心出来る場所だと感じ取ることが出来るているのです。　
　　　　　　　　　　　　　　絵本も歌も、こどもたちに聞いてほしいのはもちろんですが、
　　　　　　　　　　　　　先ずは、お母さん、お父さん、お家のかたたちに
　　　　　　　　　　　　楽しんで頂きたいなと思っています。
　　　　　少し話がそれましたが、ダビデのように勇気と知恵を使って、信じるものに
　　　　　　勇敢に立ち向かっていくという子ども向けのお話もいっぱいあります。

３歳くらいから「読んであげる」と楽しめるお話です。
　「ぎゅう」と抱きしめられることから少し離れて、

冒険心が芽生えてくる子どもたちに、読んであげてください。
　　　　　　　　そして怖い場面から逃げてきたら、「ぎゅう」っと抱きしめてあげて下さい。
　　　　　　　　　お母さん、お父さんという信じる場所があるから、冒険もできるし、
　　　　　　　　　　　　　　お母さん、お父さんを信じて強くなれるのです。

　

あけて・あけてえほん　おふろ（偕成社）作・絵：新井洋行
だいすきぎゅっぎゅっ（岩崎書店）

作：フィリス・ゲイシャイト＆ミム・グリーン／絵：デイヴィッド・ウォーカー
ぎゅうって（ひさかたチャイルド）作・絵：さいとうしのぶ

ぎゅっ（徳間書店）作・絵：ジェズ・オールバラ
こんとあき（福音館書店）作・絵：林明子

ちょっとだけ（福音館書店）作：瀧村有子／絵／鈴木永子
ラチとらいおん（福音館書店）作・絵：マレーク・ベロニカ
三びきのこぶた（福音館書店）イギリスの昔話／絵：山田三郎

マーシャとくま（福音館書店）ロシアの昔話／絵：エウゲーニー・ラチョフ
三びきのやぎのがらがらどん（福音館書店）ノルウェーの昔話／絵：マーシャ・ブラウン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

次回は３月１６日です。
クリスト・ロア修道会　　℡０４２（４６５）８６２０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


